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国 内 政 治
クルナ，ガジプール，ラジシャヒ，シレット，ボリシャル市長選挙の実施
　 5 月15日クルナ， 6 月26日ガジプール， 7 月30日ラジシャヒ，シレット，ボリ
シャルにおいて市長選挙が行われ，年末に予定されている総選挙を占う前哨戦と





候補ハサン・ウディンに勝利した。BNP は AL が司法・行政・選挙委員会に働
きかけ，選挙を自党に有利に進めたとして不正選挙を訴えた。
　ラジシャヒ市長選挙においては 4 人の候補が争った。BNP の候補者ホセイン・
ブルブルは不正選挙だとして投票を拒否。結果として AL のクハイルッザマン・
リトンが勝利した。 7 人が争ったシレットにおいても AL による投票用紙のすり
替えや世論調査の排除などがあったとして，BNP のアリフル候補が不正選挙を
訴えた。暴動も発生し，選挙が 8 月11日まで延期される事態となったが，僅差で
BNP の候補者が勝利した。 6 人が争ったボリシャルでは，BNP，国民党（Jatiya 
Party：JP），バングラデシュ社会党（Socialist Party of Bangladesh：SPB）が選挙の
中止を訴えるとともに，投票をボイコットしたことから AL が圧勝した。
表 1　BNPと AL の地方選挙における得票数




ガジプール ハサン・ウディン 197,611 ジャハンギル・アロム 400,010
ラジシャヒ モサドク・ホセイン・ブルブル 77,700














































Front：JOF）から候補者を擁立した。しかしながら，JOF はわずか 7 議席を獲得
するにとどまり，BNP の国政復帰は厳しい船出となった。







































大野党連合 JOF を結成し，BNP 率いる野党連合もそこに合流した。JOF は「公
正な政治の実現」を前面に押し出すものの，反 AL ということ以外に政策的共通
性はみられず，また独立戦争時の戦争犯罪に加担したイスラーム主義政党ジャマ





























































































































マ14世のブッダガヤ（ビハール州）訪問中に爆発が起き， 2 人のネオ JMB メン
バーが逮捕された。 2 人は，襲撃の理由をミャンマーにおけるロヒンギャ迫害へ
の抗議だとしている。
　こうしたなか， 7 月23日にダカ襲撃テロ事件の起訴状が提出され，12月 3 日に
裁判が開始された。警察は容疑者を21人と断定したが，そのうち13人は容疑者死
亡で起訴見送りとなった。起訴状によると，事件はイスラーム武装勢力 JMB の













































となった。2017年 6 月から 9 月に起きた洪水被害がアウス米やボロ米の生産量に








継続して 2 つ以上の条件を満たし続け，かつ 3 年おきに行われる審査を経ること



























































対 外 関 係
対印関係
　 7 月30日，インド政府は北東部アッサム州における国民登録簿（NRC）の暫定



















































　12月30日に実施された総選挙の結果を受け，日本政府は翌月 1 月 4 日に外務報
道官談話を発表した。その中で「主要野党の参加を得て実施されたことを歓迎」
と選挙結果を受け入れる意向を示す一方で，「政党関係者に多くの死傷者が発生
したこと等，この選挙プロセスにおいて発生したさまざまな点（various matters of 



















の 5 以上の議席を獲得した AL は，インドや中国，日本，アメリカなどの主要関
係国からの支持を早急に得ることに成功し，今後 5 年間の政権運営を任されるこ






































































2 月 8 日 ▼ 汚職の罪でジア BNP 総裁に懲役










20日 ▼ ジア BNP 総裁の解放を求める全国
規模の抗議デモが行われ，各地で警察とデモ
隊が衝突。


















































































7 月 5 日 ▼ BNP，ジア総裁保釈を求める抗
議活動を実施。
6 日 ▼ ADB によるバングラデシュのロヒ
ンギャ難民支援 1 億㌦が承認される。



















AL の候補者が，シレットで BNP の候補者
が勝利。























































































































12月 3 日 ▼ダカ襲撃テロ事件の裁判が開始。





額 5 億円の無償資金協力「第 4 次初等教育開
発計画」に関する書簡の交換が行われる。

















都市部　City Corporation （特別市） 11
　　　　Municipality （市） 321




















































　 3 　要人名簿（2019年 1 月 7 日現在）
大統領 Md. Abdul Hamid





 Sheikh Hasina ＊
独立戦争問題相 　 AKM Mozammel Haque
運輸・橋梁相 Obaidul Quader
農業相 Dr. Md. Abdur Razzaque
内務相 Asaduzzaman Khan
情報相 Dr. Hasan Mahmud
法務・司法・議会問題相 Anisul Huq
財務相 AHM Mustafa Kamal
地方政府・農村開発・協同組合相
 Md. Tajul Islam
教育相 Dr. Dipu Moni
外務相 AK Abdul Momen
計画相 M.A Mannan
工業相 Nurul Majid Mahmud Humayun
繊維・ジュート相 Golam Dastagir Gazi
保健・家族福祉相 　　 Zahid Maleque
食糧相 Sadhan Chandra Majumder
商務相 Tipu Munshi
社会福祉相 Nuruzzaman Ahmed
住宅・公共事業相 SM Rezaul Karim
環境・森林・気候変動相 Md. Shahab Uddin
チタゴン丘陵問題相 Bir Bahadur Ushwe Sing
土地相 Saifuzzaman Chowdhury
鉄道相 Md. Nurul Islam Sujan












 Md. Ashraf Ali Khan Khasru
労働・雇用担当相 Begum Monnuzan Sufian ＊
海運担当相 　 Khalid Mahmud Chowdhury
初等・大衆教育担当相  Md. Zakir Hossain
外務担当相 Md. Shahriar Alam




水資源担当相    Zahed Faruque




 Dr. Md. Enamur Rahman
民間航空・観光担当相   Md. Mahbub Ali
宗教問題担当相
 Alhaj Advocate Sheikh Muhammad Abdullah
　【副大臣】（Deputy Minister）
環境・森林・気候変動担当副大臣
 Begum Habibun Nahar ＊
水資源担当副大臣
 AKM Enamul Haque Shamim





2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/182）
人 口（100万人） 151.6 153.7 155.8 157.9 159.9 161.8 163.7
消費者物価上昇率（％） 1995/96=100ベース1） 10.62 7.70 - - - - -
消費者物価上昇率（％） 2005/06=100ベース1） - 6.78 7.35 6.40 5.92 5.44 5.78
為替レート（ 1 ドル＝タカ） 79.10 79.93 77.72 77.68 78.27 79.13 82.11
（注）　 1 ）消費者物価上昇率は年平均値。新基準（2005/06=100）と，旧基準年（1995/96=100）との併記。
2 ）暫定値。
（出所）　Bangladesh Bank, Monthly Economic Trends, 2018/19年度版より作成。
　 2 　支出別国民総所得（名目価格） （単位：10億タカ） 
2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/18
民 間 最 終 消 費 支 出 9,751.3 10,980.0 11,979.2 13,568.8 15,653.0 
政 府 最 終 消 費 支 出 717.1 819.1 1,021.0 1,184.6 1,446.2 
総 資 本 形 成 3,840.0 4,378.6 5,138.3 6,028.3 7,043.9 
財 貨 ・ サ ー ビ ス 輸 出 2,551.5 2,627.8 2,885.1 2,970.8 3,215.3 
財 貨 ・ サ ー ビ ス 輸 入 3,429.6 3,751.5 3,691.7 4,004.5 5,001.2 
国 内 総 生 産（GDP） 13,436.7 15,158.0 17,328.6 19,758.1 22,384.9 
海 外 か ら の 純 受 取 所 得 895.4 984.0 998.1 849.0 994.4
国 民 総 所 得（GNI） 14,332.2 16,142.0 18,326.7 20,607.1 23,379.4 
（注）　統計誤差を除く。
（出所）　Bangladesh Bureau of Statistics, National Accounts Statistics より作成。
　 3 　産業別国内総生産（新基準年2005/06年度価格） （単位：10億タカ）
2013/14 2014/15 2015/16 2016/17 2017/183）
農 林 水 産 業 1,225.7 1,266.5 1,301.8 1,340.5 1,396.6 
鉱 業 121.3 132.9 150.0 163.3 174.7 
製 造 業 1,446.5 1,595.7 1,782.2 1,977.7 2,242.3 
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 105.9 112.4 127.4 138.2 150.9 
建 設 業 522.1 567.0 615.5 669.5 736.0 
卸 売 ・ 小 売 業 1,047.7 1,114.3 1,186.7 1,274.2 1,369.1 
運 輸 ・ 貯 蔵 ・ 通 信 業 853.8 904.8 959.7 1,024.6 1,092.1 
金 融 業 247.9 267.2 287.9 314.1 338.9 
不 動 産 業 ・ ビ ジ ネ ス 支 援 516.2 538.9 563.0 590.0 619.4 
公 務 ・ 国 防 251.7 276.4 308.0 336.2 364.6 
地 域 社 会 ・ 個 人 サ ー ビ ス 729.6 753.5 778.4 806.5 836.0 
そ の 他 363.0 385.8 422.2 461.7 494.7 
国 内 総 生 産（GDP）1） 7,429.8 7,915.4 8,482.7 9,096.5 9,815.3 
Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％）2） 6.06 6.55 7.11 7.28 7.86 




　 4 　国・地域別貿易 （単位：100万ドル）
2018年 4 ～ 6 月 2018年 7 ～ 9 月
輸　出 輸　入 輸　出 輸　入
（％） （％） （％） （％）
ド イ ツ 1,085 13 242 2 1,166 13 312 2 
ア メ リ カ 1,021 12 536 4 1,129 13 403 3 
イ ン ド 207 3 2,248 16 235 3 1,971 15 
中 国 125 2 3,253 23 146 2 3,352 25 
そ の 他 5,793 70 7,865 56 6,063 69 7,233 55 
合 計 8,231 100 14,144 100 8,739 100 13,271 100 
（出所）　Bangladesh Bank, Major country/commodity-wise export receipts および Major country/commodity-
wise import payments を参考に作成。
　 5 　国際収支 （単位：100万ドル） 
2014/15 2015/16 2016/17 2017/18
経 常 収 支 3,492 4,262 -1,480 -9,780
貿 易 収 支 -6,965 -6,460 -9,472 -18,258
サ ー ビ ス 収 支 -3,186 -2,708 -3,284 -4,574
第 一 次 所 得 収 支 -2,252 -1,915 -2,007 -2,392
第 二 次 所 得 収 支 15,895 15,345 13,283 15,444
（うち海外労働者送金） 15,170 14,717 12,591 14,982
資 本 移 転 等 ・ 金 融 収 支 1,763 1,408 4,493 9,368
資 本 移 転 等 収 支 496 464 314 292
金 融 収 支 1,267 944 4,179 9,076
直 接 投 資 2,525 2,502 2,985 2,798
証 券 投 資 379 139 458 365
そ の 他 投 資 -284 -480 2,015 7,128
誤 差 脱 漏 -882 -634 156 -473
総 合 収 支 4,373 5,036 3,169 -885












歳 入 ・ 外 国 贈 与 242,752 218,500 287,990 263,911 343,331
税 収 210,402 192,261 256,812 232,202 305,928
税 外 収 入 32,350 26,239 31,179 27,252 33,352
外 国 贈 与 5,516 4,694 5,504 4,457 4,051
歳 出 340,605 317,174 400,266 371,495 464,573
経 常 支 出 215,744 192,932 234,013 210,578 282,415
年 次 開 発 計 画（ADP） 110,700 110,700 153,331 153,688 179,669
そ の 他 支 出 14,161 13,542 12,922 7,229 2,489
財政収支（外国贈与を含む） -92,337 -93,980 -106,772 -107,584 -121,242
（財政赤字の GDP 比％） （4.7） （4.8） （4.8） （4.8） （4.7）
財政収支（外国贈与を含まず） -97,853 -98,674 -112,276 -112,041 -125,293
（財政赤字の GDP 比％） （5.0） （5.0） （5.0） （5.0） （4.9）
財 政 赤 字 補 塡 92,337 93,980 106,772 107,584 121,242
対 外 借 入 金 30,789 24,077 46,420 41,567 50,016
国 内 銀 行 借 入 金 61,548 69,903 60,352 66,017 71,226
（出所）　Ministry of Finance，Budget in Brief 2018/19 より作成。
